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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 福島県におけるトルコギキョウの秋出しは、10月上旬以降の収穫が少ない。そこで、種子低温処理
と短日処理を組み合わせた10～11月出しの高品質、高収量生産技術を確立した。

(1) 種子低温処理は、セル成型トレイに充填した用土に充分吸水させて播種し、ポリエチレンフィル
ムで覆い、播種直後から暗黒下10℃の冷蔵庫で35日間行う。

(2) 種子低温処理した苗は、本葉2対葉程度で定植すると慣行の苗より収穫株率や上位規格の割
合が高まった。

(3) 6月下旬～7月上旬にかけて定植し、定植後から８月上～中旬まで短日処理すると、上位規格品
が多く、収穫株率が高まるなど、10～11月にかけて安定した収穫ができた。

２ 期待される効果

秋出しで高単価の期待できる10～11月に、 高品質、高収量の生産ができる。

３ 適用範囲

県内平坦地域。ただし、施設栽培とする。

４ 普及上の留意点

(1) セル成型トレイは、288穴を使用する。

(2) 短日処理は、9時間日長とし、定植後速やかに開始する。
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